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第21回 CASBEE公開セミナー プログラム 

「CASBEE の社会動向への対応（SDGs, 脱炭素,コロナ禍等）」
1. 主  催： 一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構 

2. 共    催： 一般社団法人 日本サステナブル建築協会 

3. 日  時： 2022 年3 月16 日（水） 13:30～16:15 5 
4. 場  所： ZOOM Webinar 

5. 参 加 費： 無料 

6. プログラム

時間 演 題 

13:30 

（10分） 

13:40 

（15 分） 

13:55 

（10 分） 

14:05 

（15 分） 

14：20 

（15 分） 

14：35 

（15 分） 

15：00 

（15 分） 

15:15 

（15 分） 

15：30 

（15 分） 

15:45 

（15 分） 

16:00 

（10 分） 

開会の挨拶 

建築物の総合的環境評価研究委員会 委員長 

一般財団法人建築環境・省エネルギー機構理事長 村上 周三 

国土交通省住宅局参事官（建築企画担当）付 建築環境推進官 高木 直人氏 

1.今後の社会動向に対応したCASBEEツールの開発方針 

CASBEE研究開発委員会委員長 伊香賀 俊治氏（慶應義塾大学） 

2. CASBEEとSDGｓ  ―建築・都市の環境性能評価におけるSDGｓ導入の内容―

2.1 CASBEEにおけるSDGs対応方針 

CASBEE研究開発委員会委員長、CASBEE-SDGs検討小委員会委員長 伊香賀 俊治氏（慶應義塾大学） 

2.2 CASBEE-戸建におけるSDGs対応について 

CASBEE-すまい検討小委員会委員長、CASBEE-SDGs検討小委員会副委員長 清家 剛氏（東京大学） 

2.3 CASBEE-建築におけるSDGs対応 

CASBEE研究開発委員会委員長、CASBEE-SDGs検討小委員会委員長 伊香賀 俊治氏（慶應義塾大学） 

2.4 CASBEE-不動産におけるSDGs対応について 

CASBEE-不動産評価検討小委員会幹事、CASBEE-SDGs検討小委員会委員 ⾼井 啓明氏（竹中工務店） 

（休憩10分） 

3．新型コロナウイルス感染症に対する建物のチェックリスト  

3.1 CASBEE-感染対策チェックリスト（住宅版） 

CASBEE-すまい検討小委員会委員長 清家 剛氏（東京大学） 

3.2 CASBEE-感染対策チェックリスト（ｵﾌｨｽ版） 

CASBEE-ウェルネスオフィス検討小委員会委員長 林 立也氏（千葉大学） 

4．CASBEEツールの最新の開発状況について 

4.1 CASBEE-街区ツールの改訂について 

CASBEE-街区検討小委員会委員長 浅見 泰司氏（東京大学） 

4.2 CASBEE-ウェルネスオフィス2021年版の改訂内容とウェルネスオフィスの不動産価値について 

CASBEE-ウェルネスオフィス検討小委員会委員長 林 立也氏（千葉大学） 

5．CASBEEにおけるデータ活用について 

CASBEE研究開発委員会幹事 林 立也氏（千葉大学） 

6．事務連絡 

16：15 閉 会 
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CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

Comprehensive Assessment System for Built Environment Efficiency

1
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CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会 9

CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

http://www.jsbc.or.jp/document/files/202002_house_health_leaf.pdf

（断熱等級５ 基準相当 等級６（ 相当） 等級７（ 相当）追加）

2021.12.1 2022.4.1 2022.3 2022.10.1

10
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CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

https://www.aij.or.jp/jpn/databox/2021/AIJ SDGs.pdf

11

CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会 12
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CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会 12
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CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会 17

建設 廃棄改修資材製造設計 運用

慶應型共進化住宅 LCCO2 0％

CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

https://www.jsbc.or.jp/research-study/lccm.html#pcom

18
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CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会
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1CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

CASBEE研究開発委員会委員⻑・CASBEE-SDGs検討⼩委員会 委員⻑
伊⾹賀 俊治（慶應義塾⼤学教授）

CASBEEにおけるSDGs対応⽅針

CASBEE研究開発委員会 1

2CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

CASBEEにおけるSDGs対応の検討経過

CASBEE研究開発委員会 2
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3CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

建築環境SDGsチェックリストの位置づけ

CASBEE研究開発委員会 3

(建築環境SDGs)

4CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

SDGsとCASBEEに係る評価項⽬の整理

CASBEE研究開発委員会 4
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5CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

建築環境SDGsの導⼊検討の枠組み

CASBEE研究開発委員会 5

6CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

まとめ CASBEEにおけるSDGs対応⽅針

ご静聴ありがとうございました
CASBEE研究開発委員会 6
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CASBEE-SDGs検討小委員会 1Tsuyoshi SEIKE

2022/3/16
第21回CASBEE公開セミナー

東京大学教授

清家 剛

CASBEE-SDGs検討小委員会 副委員長

CASBEE-戸建におけるSDGs対応について
～CASBEE-戸建（新築） 2021年SDGs対応版の開発～

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 2

１．建築環境SDGsチェックリストの考え方

２．建築環境SDGsチェックリストの評価方法

３．チェック項目の例

４．ケーススタディ

-17-



CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 3

１．建築環境SDGsチェックリストの考え方

２．建築環境SDGsチェックリストの評価方法

３．チェック項目の例

４．ケーススタディ

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 4

1-1 建築環境SDGs評価の導⼊の⽬的

・SDGs達成に向けた建築での取組みを簡易評価し、
関係者に明⽰することを⽬的に任意で実施する。

・計画・建設する / された建築において具体化された
SDGs達成に資する取組みを評価の対象とし、
それら取組みによるSDGsへの貢献の程度を評価する。

・対象建物に反映されるステークフォルダーの
SDGsへの取組みを表明することができる。

-18-



CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 5

1-2 建築環境SDGsチェックリストの考え⽅

①建築物の各ステークホルダーのSDGs達成に向けた
前向きな姿勢や取組みを⾃⼰検証し、表明できるも
のとする。

②評価作業の負担を軽減するため、簡便な評価⽅法と
する。

③CASBEEにおいて、建築環境SDGs評価の実施は
任意とする。

チェックリスト⽅式の評価ツール

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 6

1-3 建築環境計画/評価のマテリアリティの特定プロセス

SDGs17ゴール（及びターゲット）のうち、建築環境計画・評
価に関連が深く、明⽰すべきゴールを特定。

【建築環境SDGsマテリアリティの特定プロセス】

Ⓐ SDGsの17のゴール（及びターゲット）

Ⓑ それぞれのゴール、ターゲットの趣旨に対応して建築の計画、生産、
運用、廃棄等の各フェーズでSDGs達成に関連する項目を列挙

Ⓒ Ⓑの中で特に、建物の環境性能評価に関連の深い項目を抽出

Ⓓ 各ゴールのⒸの部分を受け、
建築環境SDGs評価として明示するSDGsのゴールに集約

-19-



CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 7

1-4 建築環境SDGsにおける評価の対象とする項目(1) 

ゴール1.
貧困を
なくそう

アフォーダブル住宅、低所得者向け住宅等
の計画と供給

環境性能を確保した上で合理的な設計・施工によるロー
コスト化

ゴ ー ル
12 等 に

集約ライフサイクルコスト（LCC）の安い住宅・建築
物の計画と供給

光熱費や医療費削減につながる高い環境性能の確保

災害に耐えうる強靭な住宅・建築物の計画と
供給（被災を契機とした貧困化の防止）

地震・火災・風水害等に耐えうる性能の確保

建物のレジリエンス性能の向上 レジリエントデザイン（LCP、BCP）の導入

生産者、流通関係者の貧困化防止に資する
フェアトレード建材・設備等の採用

持続可能な生産体制の整った建材（森林認証材等）の利
用

ゴール2.
飢餓を
ゼロに

災害時における食料確保
食料供給が途絶するような非常事態発生時にも困らない
食料備蓄スペースの確保

ゴ ー ル
12 等 に

集約天候等に左右されずに安定的に食料生産が
可能な施設の計画と供給

安定的に食料生産が可能な施設の計画と供給（植物工
場など）

将来の農地化等も見据えた住宅・建築物の
解体時における土壌の質の改善

ブラウンフィールドの再生、土壌改良

ゴール3.
す べ て の
人に健 康
と福祉を

建築物利用者の健康維持増進に資する建築
物の供給（ウェルネスハウス、ウェルネスオ
フィス）

温熱環境（断熱・気密性能の確保） 集約
しない光・視環境（遮光性能の確保）

空気・衛生環境（有害物質を含む建材の不使用、禁煙・分
煙への配慮、感染症予防のための最低湿度の確保、空
気質・水質・土質の改善）

音・振動環境（遮音性能の確保）

安全（転倒・転落事故等の防止措置、バリアフリー、建物
周辺での交通事故の防止）

安心（防犯・プライバシー確保）

ⒶSDGsの
17のｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、生産、運用、廃棄等におけ
るSDGs達成に関連する項目

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項目
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 8

1-4 建築環境SDGsにおける評価の対象とする項目(2) 
ⒶSDGsの
17のｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、生産、運用、廃棄等におけ
るSDGs達成に関連する項目

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項目
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

病院利用者・医療関係者の健康被害
発生リスクの低減

院内感染（空気感染、飛沫感染、接触感染）予防に
配慮した環境整備

有害物質を含む建材等の採用回避などを
通じた生産者、流通関係者の健康被害防止

有害物質を含む建材の不使用

近隣居住者の健康被害防止
近隣トラブルを誘発しうる
騒音・振動・悪臭・粉塵発生等への配慮

ゴール4.
質の高い
教育を
みんなに

自宅学習に適した建物環境の計画と供給
居住者のニーズ（子供の成長等）に合わせて間取り等の
変更が可能な設計上の工夫（壁の可動性、スケルトンイン
フィル等）

集約
しない

一般教育に適した建物環境の計画と供給、
専門教育（技術教育、職業教育等）に適した
建物環境の計画と供給

学習に適した温熱、空気、光、音環境の整備

学習環境の整備（オープン化、ICT化、バリアフリー化、木
質化、エコスクール化等）質の高い教育を提供できる学校建築の計画

と供給

教育現場におけるジェンダー、弱者配慮 ユニバーサルデザイン

教職員にとっても働きやすい環境の整備 スマートウェルネス

ゴール5.
ジェンダー

平等を
実現しよう 性差、世代、宗教等に関わらず使いやすい建

築環境の計画と供給

空間のゆとり（シンプルな動線、間取り） 集約
しない

家事・子育て・介護等の負担を軽減する設計上の工夫

キッズデザイン、エイジフレンドリーデザイン（誰でも利用
しやすい建築設備の採用）

LGBT等に対応した設計上の工夫

温冷感評価に対する性差に対応した設計上の工夫

あらゆる人が建築生産に関わりやすい作業
環境の整備

あらゆる人が建築生産に関わりやすい作業環境の整備
（施工者の取り組みを発注条件に）
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1-4 建築環境SDGsにおける評価の対象とする項目(3) 

ゴール6.
安全な水と
トイレを
世界中に

水資源の有効活用
節水（節水機器の採用等） 集約

しない
雨水・雑排水の利用（タンクの設置等）

水循環への配慮
地下水系に配慮した地下構造物計画

雨水浸透対策（雨水浸透桝等の利用）

汚水の適正処理 汚水浄化（浄化槽の設置）

水周りの衛生管理
衛生的な水回り環境（菌、ウイルスの拡散防止）を維持可
能とする設計上の工夫

上下水道施設、給排水設備の維持管理 上下水道施設、給排水設備の定期点検

ゴール7.
エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

生活必需品としてのエネルギー 安くて安全なエネルギー供給 集約
しない

省エネルギー対策・パッシブデザイン
省エネルギーに資する設計上の工夫、パッシブデザイン
（ZEH/ZEB)

創エネルギー対策・再生可能エネルギー
創エネルギーに資する設計上の工夫、再生可能エネル
ギーの利用（ZEH/ZEB)

蓄エネルギー 蓄電・蓄熱（蓄電池、PCMの採用等）

エネルギーミックス 再生可能エネルギー、分散型エネルギーシステム

エネルギーマネジメント エネルギーマネジメントシステム（HEMS、BEMS等）の導入

非常時のエネルギー資源の確保 LCP、BCP、非常用エネルギー（非常用電源等）の確保

ライフサイクルデザイン
LCCMに向けた取り組み、エネルギー消費、CO2削減への
継続的取り組み

ⒶSDGsの
17のｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、生産、運用、廃棄等におけ
るSDGs達成に関連する項目

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項目
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 10

1-4 建築環境SDGsにおける評価の対象とする項目(4) 

ゴール8.
働きがいも
経済成長も

建物利用者の働きがいを保つことができる空
間の創出

建物利用者の健康性・快適性・安全性への配慮、スマート
ウェルネス

集約
しない

建物利用者の知的生産性を高める建築空間
の創出

知的生産性を高める環境を創出する制御システムの導入、
コミュニケーションスペース、リラクゼーションスペース、リ
フレッシュスペース等の確保

リサイクル、廃棄物削減による省資源化、再
資源化

住宅、建築物の生産、廃棄の各段階における廃棄物の発
生量軽減に向けた工夫

優良ストックの蓄積と資産価値の向上 住宅・建築物の長寿命化に対する工夫
建設者・労働者の働き方改革（女性、障がい
者、外国人、高齢者等の活躍の推進）

（施工者の取り組みを発注条件に）

地域資源（地域の特色ある人材、建材等）の
活用

（施工者の取り組みを発注条件に）

ゴール9.
産業と
技 術 革 新
の基盤を
つくろう

建築産業全体のイノベーションの促進
現場における最先端技術や建材の積極的活用を通じた
新技術開発の機運の醸成

集約
しない

建物利用者のイノベーションを誘発する建築
環境の創出

コミュニケーションスペース、リラクゼーションスペース、リ
フレッシュスペース等の確保、情報通信技術へのアクセス

建物のレジリエンス性能の向上

レジリエントデザイン（BCP、LCP）の導入

災害等の非常事態発生時にも困らない食料備蓄スペース
の確保、ハザードマップの確認
地震・火災・風水害等に耐えうる性能の確保

ⒶSDGsの
17のｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、生産、運用、廃棄等におけ
るSDGs達成に関連する項目

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項目
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討
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1-4 建築環境SDGsにおける評価の対象とする項目(5) 
ⒶSDGsの
17のｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、生産、運用、廃棄等におけ
るSDGs達成に関連する項目

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項目
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

ゴール10.
人や国の
不平等を
なくそう

環境弱者への配慮（子ども、高齢者、
障がい者等）

キッズデザイン ゴール
5等に
集約エイジフレンドリーデザイン

バリアフリーデザイン

性差、世代、宗教等に関わらず使いやすい
建築環境の計画と供給

ユニバーサルデザイン

ゴール11.
住み続け
られる
まちづくりを

アフォーダブル住宅、低所得者向け住宅等の
計画と供給

環境性能を確保した上で合理的な設計・施工によるローコ
スト化（低ランニングコスト等を含む）

集約
しない

交通計画と連動した建築デザイン 交通事故防止、公共交通との連携
パブリックインボルブメント（住民参加） パブリックインボルブメント

大気、水、土壌保全への配慮
非燃焼系暖房機器の採用、汚水浄化、中水利用、土壌改
良等

防災・減災への配慮
レジリエントデザイン（LCP、BCP）の導入、耐震改修、耐
震不足建物の建替促進

まちなみ・景観への配慮 まちなみ・景観への配慮した建築計画

地域生態系等への配慮
外来生物の回避、生物多様性への配慮、生態系保全に
配慮した外構の計画、良質な緑地・公共スペース

ソーシャルキャピタルの醸成に貢献する住
宅・建築物の設計

騒音・振動・悪臭対策によるトラブルの回避
コミュニケーションスペースの確保

都市やコミュニティーのスマート化への貢献
都市のスマート化と連携する建築計画（スマートシティ、コ
ンパクトシティ等）、分散型エネルギーシステムの構築

現地調達の推進 地域材の積極的利用、リサイクル材活用
環境配慮建築物の計画と供給 住宅・建築物の環境性能評価・認証
歴史的建築物の保存・運用 リノベーション、コンバージョン

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 12

1-4 建築環境SDGsにおける評価の対象とする項目(6) 
ⒶSDGsの
17のｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、生産、運用、廃棄等におけ
るSDGs達成に関連する項目

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項目
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

ゴール12.
つくる責任
つかう責任

住宅・建築物の長寿命化 住宅・建築物の長寿命化に資する性能、取り組み 集約
しない現地調達の推進 地域材の積極的利用

建材の持続可能な生産と消費 持続可能な生産体制の整った建材（森林認証材等）の利用

建築設備の適正運用・管理 定期点検（アフターサービスなども含む）
建築時における各種資源の有効活用 水、空気、土壌汚染対策、生産・解体廃棄物の削減（3R）

運用時における各種資源の有効活用
節水、節電等 運用時のCO2排出量の削減、水使用量の
削減、モニタリング、エネルギーマネジメント

有害物質の使用抑制と適正管理
有害物質を含有する建材の使用削減
建設・運用・廃棄時のCO2排出量の削減、食品残渣リサイ
クル

建設活動におけるサプライチェーンの把握 サプライチェーンを意識した資材調達

ゴール13.
気候変動に

具体的な
対策を

気候変動の緩和、脱炭素に資する
住宅・建築物のデザイン

建物のライフサイクルCO2の低減
集約
しない

気候変動の適応に資する住宅・建築物の
デザイン

ヒートアイランド抑制（緑化、高反射性塗料の活用）、異常
気象の健康被害への適応、建築被害への適応
屋内における熱中症予防を回避する冷房効率の高い高
性能躯体の採用、異常気象への対応

気候変動に関わる災害の早期警戒、
被害拡大抑止、早期復旧

レジリエントデザイン（LCP、BCP）の導入

ゴール14.
海の豊かさ
を守ろう

水域生態系の保全・汚水排出による海洋
汚染の防止

汚水浄化（浄化槽の設置）、雨水浸透（合流式下水道の
負荷低減）

ゴール
12に
集約

濁水流出への配慮 排水基準値を大幅に下回る濁水の排水

海洋汚染の防止に資する建築資材の生産
と廃棄

プラスチック製品の使用抑制、代替、再利用
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1-4 建築環境SDGsにおける評価の対象とする項目(7) 
ⒶSDGsの
17のｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、生産、運用、廃棄等におけ
るSDGs達成に関連する項目

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項目
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

ゴール15.
陸の豊かさ
も守ろう

陸域生態系の保全

外構や屋上、壁面の緑化、生物多様性保全への配慮、グ
リーンインフラ

集約
しない

土壌汚染の拡散防止や無害化

森林保全への配慮
持続可能な木材資源の利用（認証材のサプライチェーン
マネジメント）、地域材の活用

木材資源の有効利用 建物解体時に発生する木材（古材）の再利用

ゴール16.
平和と公正
をすべての
人に

プライバシーの確保 外部からの視線を遮る安心設計 ゴール
12に

集約犯罪発生抑止 犯罪環境設計（CPTED）

防犯設備の運用・管理 防犯設備の定期的な点検

建設に関わる法令等の遵守 コンプライアンス対策

調達における公正な取引の実施 フェアトレード対策

ゴール17.
パートナー

シップで
目標を達成

しよう

トレーサビリティーの確保された建材・設備
の使用

資材調達時における調達先への配慮
（トレーサビリティの確保）

集約
しない

地域住民に配慮した建築計画
コミュニケーションを取りやすい取組み（まちなみ・景観
への配慮、地域自治会等のコミュニティ活性化、居住者
の孤立化の防止等）

関係者とのパートナーシップの推進

サプライチェーンマネジメント、共有価値の創出

アフターサービス制度の導入、建物関係者による省エネ
パートナーシップ、近隣との街並み景観パートナーシップ

コミュニケーションを促進するICT環境の整備

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 14

１．建築環境SDGsチェックリストの考え方

２．建築環境SDGsチェックリストの評価方法

３．チェック項目の例

４．ケーススタディ
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2 建築環境SDGsチェックリストの評価方法

建築環境SDGsチェックリストを⽤いて実施する

ゴール毎のチェック項目を3段階で採点し、入力する

ゴール毎のスコアを集計する（3点満点）
・ 各ゴールの得点：評価項目のスコアの平均（3点満点）

総合的なSDGsの取組み度を集計する（5段階）
・ 全ゴールのスコアの平均を5段階に変換

結果表示シートに表示される評価結果を確認する
・ 各ゴールのスコア（棒グラフ）
・ 総合的な取組みの程度（SDGsリング）

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 16

2-1 各チェック項目の採点方法

各チェック項⽬は「評価する取組み」への対応程度に応じ、
３段階で採点

●取組んでいない（１点）

●取組んでいる（２点）
→現状で⼀般的な取組みや配慮を⾏っている。

●積極的に取組んでいる（３点）
→積極的に⾼度な/踏み込んだ取組みや配慮を⾏っている

「評価する取組み」に例⽰されていない先駆的・意欲的な
取り組みがある場合、「取組みの概要」欄に記⼊、加点で
きる（ただし、最⼤で３ポイント）
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2-2 「評価する取組み」に基いて評価する項目の採点方法

「評価する取組み」に基づいて評価する項⽬の採点の例

「評価する取組み」への対応
状況に応じて３段階から選択

取組みの内容をアピールしたい場合や、「評
価する取組み」記載の取組み以外に積極的に
取組み加点したい場合に取組みの概要を記載

加点とする場合に
「加点対象」を選択

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 18

評価作業の負担を軽減するため、チェック項⽬のうち、
CASBEEでの評価と同じ評価⽅法を採⽤できる項⽬は、
CASBEEでの採点結果を援⽤（⾃動反映）

2-3 CASBEE評価結果を援用する項目の採点方法
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CASBEEでの採点結果を援⽤する場合の採点基準

CASBEEでのスコア チェックリストでの採点

レベル１ 取組んでいない

レベル２・３ 取組んでいる

レベル４・５ 積極的に取組んでいる

チェック項⽬に関連するがCASBEE評価では評価されない項⽬について
積極的に取組んでいる場合は、加点可能（ただし、最⼤で３ポイント）

2-3 CASBEE評価結果を援用する項目の採点方法

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 20

CASBEE評価結果を援⽤する項⽬の採点の例

CASBEE評価結果に基づき、
⾃動的に選択

「評価内容」に関連するが、CASBEEでは評価さ
れない取組みを積極的に⾏っている場合に記載
取組みの積極的なアピールとしても活⽤可能

加点とする場合に
「加点対象」を
選択

2-3 CASBEE評価結果を援用する項目の採点方法
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チェックリストはステークフォルダー間で共有
2-3 CASBEE評価結果を援用する項目の採点方法

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 22

2-4 建築環境SDGsチェックリスト（戸建）の項目 (1)
SDGsの
17のｺﾞｰﾙ

建築環境SDGsチェックリストの評価項目

大項目 小項目

ゴール1.
貧困を
なくそう

※ゴール1の取組みはゴール12 「つくる責任 つかう責任」 等でまとめて評価する。

ゴール2.
飢餓を
ゼロに

※ゴール2の取組みはゴール12 「つくる責任 つかう責任」 等でまとめて評価する。

ゴール3.
す べ て の
人に
健康と
福祉を

3.1 室内の温熱環境を整える

3.1.1 断熱性能を高める

3.1.2 日射調整機能を具える

3.1.3 通風・排熱性能を具える

3.1.4 適切な冷房を具える

3.1.5 適切な暖房を具える

3.2 室内の空気質・衛生に配慮する

3.2.1 化学物質について対策する

3.2.2 適切な換気性能を具える

3.2.3 水回りの衛生を維持しやすくする

3.3 室内の光環境を整える
3.3.1 適切な採光性能を具える

3.3.2 室の用途に応じた適切な照明計画としている

3.4 室内の音環境を整える 3.4.1 適切な遮音性能を具える

3.5 防犯・防災対策を施す
3.5.1 防犯対策を施す

3.5.2 防災対策を施す
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2-4 建築環境SDGsチェックリスト（戸建）の項目 (2)
SDGsの
17のｺﾞｰﾙ

建築環境SDGsチェックリストの評価項目

大項目 小項目

3.7 騒音等を低減する 3.7.1 騒音・振動・排気・排熱を低減する

ゴール4.
質の高い
教育を
みんなに 4.1 学習に適した室内環境を整える

4.1.1 断熱性能を高める

4.1.2 日射調整機能を具える

4.1.3 通風・排熱機能を具える

4.1.4 適切な冷房を具える

4.1.5 適切な暖房をする

4.2 居住者のニーズに応じた学びのスペースを整える
4.2.5 室内の空気質について対策する

4.2.6 遮音・吸音性能を確保する

ゴール5.
ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ平
等を実現
しよう

5.1 性差・年齢にかかわらず誰でも使いやすいデザイ
ンとする

5.1.1 バリアフリーとする

5.1.2 ユニバーサルデザインに取組む

5.2 家事・子育て・介護等がしやすく、負担を軽減・分
担しやすくする

5.2.1 余裕のある空間・まどりとする

5.2.2 家事負担を軽減するデザイン、子育て・介護等の
しやすいデザインに取り組む

ゴール6.
安全な水
とトイレを
世界中に

6.1 水資源を有効に利用する
6.1.1 節水機器を採用する

6.1.2 雨水を利用する

6.2 水循環の保全に配慮する 6.2.1 敷地・建物への降雨を浸透させる

6.3 生活用水や水回りの衛生管理に備える 6.3.1 水回りの衛生を維持しやすくする
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2-4 建築環境SDGsチェックリスト（戸建）の項目 (3)
SDGsの
17のｺﾞｰﾙ

建築環境SDGsチェックリストの評価項目

大項目 小項目

ゴール7.
エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

7.1 省エネ・創エネ性能を向上させる 7.1.1 省エネ性能・創エネ性能を高める

7.2 より積極的に省エネ・創エネ・蓄エネに取組む

7.2.1 より高度な省エネ・創エネ・蓄エネに取組む

7.2.2 エネルギーを効率的に制御する

ゴール8.
働きがいも
経済成長も

8.1 在宅ワークに適した室内環境を整える

8.1.1 断熱性能を高める

8.1.2 日射調整機能を具える

8.1.3 通風・排熱機能を具える

8.1.4 適切な冷房を具える

8.1.5 適切な暖房を具える

8.2 居住者のニーズに合わせた在宅ワークスペースを
整える

8.2.1 在宅ワークのためのスペースを確保する

8.2.2 集中を妨げない光・音環境を整える

ゴール9.
産業と革新
の基盤をつ
くろう

9.1 基本的な環境性能を具えた住宅の普及に
貢献する

9.1.1 断熱性能を高い水準に向上させる

9.1.2 省エネルギー性能を高い水準に向上させる

9.1.3 耐震性能を高い水準に向上させる

9.2 住宅生産・居住に関する先端技術の普及に
貢献する

9.2.1 エネルギーや防災に関する最新技術の採用や
地域との先端的な連携に取組む

9.3 居住者の暮らし・アクティビティの質を高める
9.3.1 住宅内における居住者の暮らしとアクティビティ

の質を高める
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2-4 建築環境SDGsチェックリスト（戸建）の項目 (4)
SDGsの
17のｺﾞｰﾙ

建築環境SDGsチェックリストの評価項目

大項目 小項目

ゴール10.
人や国の
不平等を
なくそう

※ゴール10の取組みはゴール5 「ジェンダー平等を実現しよう」 等でまとめて評価する。

ゴール11.
住み続け
られる
まちづくり
を

11.1 耐用性を向上させる

11.1.1 空間のゆとりを確保する

11.1.2 室の使い方の変更、間取りの変更に対応できる
ようにする

11.2 耐久性を向上させる

11.2.1 構造躯体における長寿命化対策

11.2.2 外壁材における長寿命化対策

11.2.3 屋根材・陸屋根における長寿命化対策

11.3 適切な維持管理を実施する
11.3.1 維持管理のしやすさに配慮する

11.3.2 適切な維持管理を実施する計画・体制を整える

11.4 建物の耐震性能等を向上させる

11.4.1 敷地における災害リスクを確認し、情報を共有
する

11.4.2 自然災害に耐える構造

11.4.3 火災に耐える構造

11.4.4 火災の早期感知

11.5 災害に備える暮らしを支える 11.5.1 災害に備える暮らしを支える
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2-4 建築環境SDGsチェックリスト（戸建）の項目 (5)
SDGsの
17のｺﾞｰﾙ

建築環境SDGsチェックリストの評価項目

大項目 小項目

ゴール12.
つくる責任
つかう責任

12.1 建設資材等の適正な調達を推進する
12.1.1 持続可能な生産体制の整った建材等の調達に

取組む

12.2 建設時における省資源、廃棄物抑制に役立つ材
料を採用する

12.2.1躯体材料における対策

12.2.2 地盤補強材・地業・基礎材料における対策

12.2.3 外装材における対策

12.2.4 内装材における対策

12.2.5 外構材における対策

12.3 建設時における資源の有効利用に取組む

12.3.1 躯体材料の生産段階における対策

12.3.2 躯体材料以外の材料の生産段階における
対策

12.3.3 施工段階における対策

12.3.4 将来解体時等のリサイクルの推進に配慮する

12.4 居住時における水資源やエネルギーの有効利用
に取組む

12.4.1 節水器具を採用する

12.4.2 雨水利用設備を採用する

12.4.3 暮らしにおける省エネ行動を誘導する

ゴール13.
気候変動
に具体的
な対策を

13.1 住宅のライフサイクルCO2を削減する 13.1.1 住宅のライフサイクルCO2を削減する

13.2 ヒートアイランド化の抑制に貢献する 13.1.2 ヒートアイランド化の抑制に貢献する

13.3 暴風雨・水害・土砂災害等に備える 13.1.3 耐風・飛来物対策、水害対策、土砂災害対策
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2-4 建築環境SDGsチェックリスト（戸建）の項目 (6)
SDGsの
17のｺﾞｰﾙ

建築環境SDGsチェックリストの評価項目

大項目 小項目

ゴール14.
海の豊か
さを守ろう

※ゴール14の取組みはゴール12 「つくる責任 つかう責任」 等でまとめて評価する。

ゴール15.
陸の豊か
さを守ろう 15.1 敷地内を積極的に緑化するとともに、地域の水循

環に配慮する

15.1.1 敷地内を積極的に緑化する

15.1.2 生物の生育環境の確保

15.1.3 敷地への降雨を地下に浸透させる

15.2森林を保全し、木材資源を有効利用する
15.2.1持続可能な森林からの木材の調達や古材の利

用に取り組む

ゴール16.
平 和 と 公
正 を す べ
ての人に

※ゴール16の取組みはゴール12 「つくる責任 つかう責任」 等でまとめて評価する。
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2-4 建築環境SDGsチェックリスト（戸建）の項目 (7)
SDGsの
17のｺﾞｰﾙ

建築環境SDGsチェックリストの評価項目

大項目 小項目

ゴール17.
パートナー
シップで目
標を達成し
よう

17.1 近隣とのコミュニケーションを促す 17.1.1 近隣とのコミュニケーションを促す工夫に取組む

17.2 近隣とともに良好な地域環境形成に取組む

17.2.1 地域の良好な街並み・景観形成に貢献する

17.2.2 地域の生物多様性に配慮する

17.2.3 生物の生息環境の確保

17.2.4 地域の安全・安心性向上に貢献する

17.2.5 地域インフラの負荷を抑制する

17.2.6 既存の自然環境を保全する

17.2.7 騒音・振動・排気・排熱を低減させる

17.2.8 地域の温熱環境を改善する
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2 建築環境SDGsチェックリストの評価方法

建築環境SDGsチェックリストを用いて評価を行う

ゴール毎のチェック項目を3段階で採点し、入力する

ゴール毎のスコアを集計する（3点満点）
・ 各ゴールの得点：評価項目のスコアの平均（3点満点）

総合的なSDGsの取組み度を集計する（5段階）
・ 全ゴールのスコアの平均を5段階に変換

結果表示シートに表示される評価結果を確認する
・ 各ゴールのスコア（棒グラフ）
・ 総合的な取組みの程度（SDGsリング）

（再掲）

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE

2-5 各ゴールの得点の算出方法

SDGsの各ゴールの評価は3点満点の得点で表現され、
以下の式で求められる。

SDGsの
各ゴールの得点

＝
各ゴールにおける評価項目（大項目）の得点の和

各ゴールにおける評価項目（大項目）の項目数

※ゴール1,2,10,14,16は
他のゴールに集約されます

30

各ゴールの得点を
棒グラフで表示
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2 建築環境SDGsチェックリストの評価方法

建築環境SDGsチェックリストを用いて評価を行う

ゴール毎のチェック項目を3段階で採点し、入力する

ゴール毎のスコアを集計する（3点満点）
・ 各ゴールの得点：評価項目のスコアの平均（3点満点）

総合的なSDGsの取組み度を集計する（5段階）
・ 全ゴールのスコアの平均を5段階に変換

結果表示シートに表示される評価結果を確認する
・ 各ゴールのスコア（棒グラフ）
・ 総合的な取組みの程度（SDGsリング）

（再掲）
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総合評価は以下の式で求められるスコアにもとづき、
5段階でランク表示される。

評価 スコア ランク表示

SDGsの達成に大きく貢献し得る
取組みを行っている

4.5以上

独自の工夫を凝らし、SDGsの達成
に貢献し得る取組みを行っている

3.5以上4.5未満

能動的にSDGsの達成に貢献し
得る取組みを行っている

2.5以上3.5未満

建築関係者として求められる一定
水準の取組みを行っている

1.5以上2.5未満

建築関係者として最低限の取組
みを行っている

1.5未満

2-6 総合評価結果の算出方法

総合評価 （5段階）

32

総合スコア ＝ （全ゴールの平均点－1）×2+1

-32-



CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 33

2 建築環境SDGsチェックリストの評価方法

建築環境SDGsチェックリストを用いて評価を行う

ゴール毎のチェック項目を3段階で採点し、入力する

ゴール毎のスコアを集計する（3点満点）
・ 各ゴールの得点：評価項目のスコアの平均（3点満点）

総合的なSDGsの取組み度を集計する（5段階）
・ 全ゴールのスコアの平均を5段階に変換

結果表示シートに表示される評価結果を確認する
・ 各ゴールのスコア（棒グラフ）
・ 総合的な取組みの程度（SDGsリング）

（再掲）
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2-7 評価結果の表示

総合評価

各ゴールのスコア
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１．建築環境SDGsチェックリストの考え方

２．建築環境SDGsチェックリストの評価方法

３．チェック項目の例

４．ケーススタディ
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【ゴール１ 貧困をなくそう】
【ゴール２ 飢餓をゼロに】

建材・資材等の⽣産地や⽣産関係者の貧困解消、飢餓解消
に配慮した調達等の取組みが評価の対象となるが、建築環
境SDGsチェックリストでは、【ゴール12 つくる責任、つ
かう責任】に集約する。
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【ゴール３ すべての人に健康と福祉を】

居住者の健康維持増進や安全性向上に資する取組み、
近隣居住者の健康被害防⽌の取組みを評価する。

・建材・資材の⽣産関係者の健康・安全に関する取組みが
評価の対象となるが、建築環境SDGsチェックリストでは
【ゴール12 つくる責任、つかう責任】に集約する。
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【ゴール３ すべての人に健康と福祉を】
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【ゴール３ すべての人に健康と福祉を】

居住者の安全性向上

3.5.1 防犯対策を施す 開口部の侵入対策に取組んでいる ●

3.5.2 防災対策を施す
災害発生時の室内の安全性の確保、災害発生後に一時的な自立が可能となるよ
う工夫している

●

3.6.1 バリアフリーとする 加齢等による身体機能低下に対応できるよう工夫している ●

3.6.2 水回りのヒートショックを防ぐ

浴室、脱衣所、トイレなどが極端に寒くならないよう工夫している。

（①：積極的に取組んでいる、②：取組んでいる）

①住宅全体の断熱性能を確保※し、温度差を解消している
　※平成28年省エネルギー基準を満たしていること

②①を満たさないが、浴室、脱衣所、トイレに補助暖房を設置している

近隣居住者の健康被害防止

3.7 騒音等を低減する 3.7.1 騒音・振動・排気・排熱を低減する
敷地内から発生する騒音・振動、排気・排熱等により隣接する住宅等に与える影

響を低減するよう工夫している。
●

SDGsゴール
/ターゲット

評価内容

チェック項目
取組んで

いない

（1点）

取組んで
いる

（2点）

積極的に
取組んで

いる
（3点）

大項目 小項目

3.5 防犯・防災対策を施す

3.6 室内事故を防止する
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【ゴール３ すべての人に健康と福祉を】

3.2.3 ⽔回りの衛⽣を維持しやすくする

⽔回りを衛⽣的に保ちやすいデザイン・仕様の選択や、
点検をしやすくする⼯夫を⾏っている。

採点基準
取り組んでいない 評価する取組みのうち、該当する項⽬がない 1点
取り組んでいる 評価する取組みのうち、1つ該当する 2点
積極的に取り組んでいる 評価する取組みのうち、2つ以上該当する 3点

評価する取組み

1）⽔周りを衛⽣的に保ちやすいデザイン・仕様に、⼀つ以上取組んでいる
例 ・抗菌機能を有する床、壁の仕上げ、設備など

・清掃しやすい壁や床の⼯夫
・清掃しやすいキッチン、洗⾯台、便器の⼯夫
・その他

2）給排⽔設備の点検のしやすさへ配慮している
例 ・配管類がコンクリートに埋められていない

・掃除⼝・点検⼝が適切に設けられている
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【ゴール３ すべての人に健康と福祉を】

3.3.2 室の⽤途に応じた適切な照明計画としている

居間に適切な照明設備を計画し、就寝する室の遮光対策を施す。

採点基準
取り組んでいない 評価する取組みのうち、該当する項⽬がない 1点
取り組んでいる 評価する取組みのうち、1つ該当する 2点
積極的に取り組んでいる 評価する取組みのうち、2つ以上該当する 3点

評価する取組み
1）居間について適切な照明計画としている

例 ・⾷事や読書など使い⽅に対応できるような照明器具の配置
・その他

2）就寝する部屋の開⼝部について、就寝時の遮光対策を⾏っている
例 ・遮光カーテン、⾬⼾、外付けブラインド等
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【ゴール３ すべての人に健康と福祉を】

CASBEEの評価を援⽤するチェック項⽬
チェック項⽬ 援⽤するCASBEE項⽬

3.1.1 断熱性能を⾼める Q1.1.1.1断熱等性能の確保
3.1.2 ⽇射調整機能を具える Q1.1.1.2⽇射の調整機能
3.1.3通 ⾵・排熱性能を具える Q1.1.2.1⾵を取り込み熱気を逃がす
3.1.4 適切な冷房を具える Q1.1.2.2適切な冷房計画
3.1.5 適切な暖房を具える Q1.1.3.1適切な暖房計画
3.2.1 化学物質について対策する Q1.2.1化学汚染物質の対策
3.2.2 適切な換気性能を具える Q1.2.2適切な換気計画
3.3.1 適切な採光性能を具える Q1.3昼光の利⽤
3.4.1 適切な遮⾳性能を具える Q1.4静かさ
3.5.1 防犯対策を施す Q1.2.3犯罪に備える
3.5.2 防災対策を施す Q1.2.4災害に備える
3.6.1 バリアフリーとする Q2.3.2バリアフリー対応
3.7.1 騒⾳・振動・排気・排熱を低減する LR3.3.1騒⾳・振動・排気・排熱の低減
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【ゴール17 パートナーシップで目標を達成しよう】

居住者と近隣居住者とのコミュニケーションを促進する取組
みやともに良好な地域環境を形成する取組みを評価する。

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 44

【ゴール17 パートナーシップで目標を達成しよう】

17.1.1 近隣とのコミュニケーションを促す⼯夫に取組む

居住者と近隣とのコミュニケーションを促す⼯夫に取組んでいる

採点基準
取り組んでいない 評価する取組みのうち、該当する項⽬がない 1点
取り組んでいる 評価する取組みのうち、1つ該当する 2点
積極的に取り組んでいる 評価する取組みのうち、2つ以上該当する 3点

評価する取組み

1）近隣とのコミュニケーションのためのスペースを確保している
例 ・腰掛、⽇陰・⾬よけなど、⽴ち話しやすいアプローチや⽞関周りの⼯夫

・外部サービスの受け⼊れに配慮したプランニング
2）給排⽔設備の点検のしやすさへ配慮している

例 ・配管類がコンクリートに埋められていない
・掃除⼝・点検⼝が適切に設けられている
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【ゴール17 パートナーシップで目標を達成しよう】

CASBEEの評価を援⽤するチェック項⽬
チェック項⽬ 援⽤するCASBEE項⽬

17.2.1 地域の良好な街並み・景観形成に貢献
する Q3.1 まちなみ・景観への配慮

17.2.2 地域の⽣物多様性に配慮する Q3.2.1 敷地内の緑化
17.2.3 ⽣物の⽣息環境を確保する Q3.2.2 ⽣物の⽣息環境の確保
17.2.4 地域の安全や安⼼に配慮する Q3.3 地域の安全や安⼼
17.2.5 地域インフラの負荷を抑制する LR3.2.1 地域インフラの負荷抑制
17.2.6 既存の⾃然環境を保全する LR3.2.2 既存の⾃然環境の保全
17.2.7 騒⾳・振動・排気・排熱を低減させる LR3.3.1 騒⾳・振動・排気・排熱の低減
17.2.8 ヒートアイランドの抑制に貢献する LR3.3.2 周辺温熱環境の改善

CASBEE-SDGs検討小委員会Tsuyoshi SEIKE 46

１．建築環境SDGsチェックリストの考え方

２．建築環境SDGsチェックリストの評価方法

３．チェック項目の例

４．ケーススタディ
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４．ケーススタディ

CASE 1-1 ZEH＋SDGs特になし

CASE 2-1 ZEH・緑化_SDGs特になし

CASE 1-2 ZEH＋SDGs健康等

CASE 2-2 ZEH・緑化＋SDGs全般

BEE：2.3 （CASBEE Aランク）
建築環境SDGs評価：2.9（３リング）

BEE：2.3 （CASBEE Aランク）
建築環境SDGs評価：3.5（４リング）

BEE：3.4 （CASBEE Sランク）
建築環境SDGs評価：3.7（４リング）

BEE：3.4 （CASBEE Aランク）
建築環境SDGs評価：4.5（５リング）

CASBEE-SDGs検討小委員会 48Tsuyoshi SEIKE

ご清聴ありがとうございました

マニュアル・ツール開発、発表資料作成にご尽力いただいたCASBEE-SDGs検討小委

員会の川久保俊幹事、宮崎元希専門委員、希代侑弥専門委員はじめ委員各位、ケー
ススタディにご協力いただいたCABSEE戸建戸建評価基準検討WG委員各位に謝意を表
します。
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1CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

CASBEE研究開発委員会委員⻑・CASBEE-SDGs検討⼩委員会 委員⻑
伊⾹賀 俊治（慶應義塾⼤学教授）

CASBEE-建築におけるSDGs対応

https://www.jsbc.or.jp/research study/casbee/tools/cas_nc.html
CASBEE研究開発委員会 1

2CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

1-1 建築環境SDGs評価の導⼊の⽬的

CASBEE研究開発委員会 2
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3CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

1-2 建築環境SDGsチェックリストの考え⽅

CASBEE研究開発委員会 3

4CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

1-3 建築環境SDGsマテリアリティの特定プロセス

CASBEE研究開発委員会 4
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5CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

1-4 建築環境SDGsの評価対象項⽬（1）

ゴール1.
貧困を
なくそう

ゴール2.
飢餓を
ゼロに

ゴール3.
すべての⼈
に 健 康 と
福祉を

ⒶSDGs
の17の
ｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、⽣産、運⽤、廃棄等にお
けるSDGs達成に関連する項⽬

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項⽬
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

CASBEE研究開発委員会 5

6CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

ゴール4.
質の⾼い
教育を
みんなに

ゴール5.
ジェン
ダー
平等を
実 現 し よ
う

1-4 建築環境SDGsの評価対象項⽬（2）
ⒶSDGs
の17の
ｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、⽣産、運⽤、廃棄等にお
けるSDGs達成に関連する項⽬

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項⽬
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

CASBEE研究開発委員会 6
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7CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

ゴール6.
安全な⽔と
トイレを
世界中に

ゴール7.
エネルギー
をみんなに
そして
ク リ ー ン
に

1-4 建築環境SDGsの評価対象項⽬（3）
ⒶSDGs
の17の
ｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、⽣産、運⽤、廃棄等にお
けるSDGs達成に関連する項⽬

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項⽬
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

CASBEE研究開発委員会 7

8CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

ゴール8.
働きがいも
経済成⻑も

ゴール9.
産業と
技術⾰新の
基盤を
つくろう

1-4 建築環境SDGsの評価対象項⽬（4）
ⒶSDGs
の17の
ｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、⽣産、運⽤、廃棄等にお
けるSDGs達成に関連する項⽬

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項⽬
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

CASBEE研究開発委員会 8
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9CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

ゴール10.
⼈や国の
不平等を
なくそう

ゴール11.
住み続け
られる
まちづくり
を

1-4 建築環境SDGsの評価対象項⽬（5）
ⒶSDGs
の17の
ｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、⽣産、運⽤、廃棄等にお
けるSDGs達成に関連する項⽬

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項⽬
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

CASBEE研究開発委員会 9

10CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

ゴール12.
つくる責任
つかう責任

ゴール13.
気候変動に
具体的な
対策を

ゴール14.
海の豊かさ
を守ろう

1-4 建築環境SDGsの評価対象項⽬（6）
ⒶSDGs
の17の
ｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、⽣産、運⽤、廃棄等にお
けるSDGs達成に関連する項⽬

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項⽬
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

CASBEE研究開発委員会 10
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11CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

ゴール15.
陸の豊かさ
も守ろう

ゴール16.
平和と公正
をすべての
⼈に

ゴール17.
パート
ナー
シップで
⽬標を達成
しよう

1-4 建築環境SDGsの評価対象項⽬（7）
ⒶSDGs
の17の
ｺﾞｰﾙ

Ⓑ建築の計画、⽣産、運⽤、廃棄等にお
けるSDGs達成に関連する項⽬

Ⓒ特に、建物の環境性能評価に関連の深い項⽬
（取組の事例）

Ⓓｺﾞｰﾙ
の 集 約
の検討

CASBEE研究開発委員会 11

12CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

2 建築環境SDGsチェックリスト評価⽅法

CASBEE研究開発委員会 12
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13CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

2-2 建築環境SDGs独⾃のチェック項⽬採点⽅法

SDGsの
ゴール/

ターゲット ⼤項⽬ ⼩項⽬

建築環境SDGsチェックリストの評価項⽬ 取り組んで
いない
（1点）

取り組んで
いる

（2点）

積極的に取り
組んでいる
（3点）

対象⽤途 備考 点数評価する取組み 特筆事項
加点
対象

CASBEE研究開発委員会 13

14CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

2-4 特筆事項の記⼊・加点の⽅法

SDGsの
ゴール/

ターゲット ⼤項⽬ ⼩項⽬

建築環境SDGsチェックリストの評価項⽬ 取り組んで
いない
（1点）

取り組んで
いる

（2点）

積極的に取り
組んでいる
（3点）

対象⽤途 備考 点数評価する取組み 特筆事項
加点
対象

CASBEE研究開発委員会 14
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15CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

2-6 各ゴールの得点の算出⽅法

CASBEE研究開発委員会 15

16CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

評価 スコア ランク表⽰

2-7 総合評価結果の算出⽅法

CASBEE研究開発委員会 16
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17CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

2-8 結果表⽰シート

CASBEE研究開発委員会 17

18CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

3-1 チェック項⽬の例（ゴール4）
4.1.1 家庭の学習スペースを整える

採点基準

評価する取組み

CASBEE研究開発委員会 18
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19CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

3-2 チェック項⽬の例 （ゴール11）
11.5.8 敷地のハザードを確認し、

情報を共有する
採点基準

評価する取組み

CASBEE研究開発委員会 19

20CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

3-3 チェック項⽬の例 （ゴール12）
12.3.1 持続可能な⽣産体制の整った

建材等の調達に取り組む
採点基準

評価する取組み

評価対象：全用途

CASBEE研究開発委員会 20
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21CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

4 ケーススタディ結果（1）

CASBEE研究開発委員会 21

22CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

4 ケーススタディ結果（2）

CASBEE研究開発委員会 22
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23CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

4 ケーススタディ結果（3）

CASBEE研究開発委員会 23

24CASBEE研究開発委員会 CASBEE-SDGs検討小委員会

まとめ CASBEE-建築におけるSDGs対応

ご静聴ありがとうございました
CASBEE研究開発委員会 24
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CASBEEツール 認証物件数の推移
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19

ゴール３ すべての人に健康と福祉を

3.1 CASBEE
快適な室温を確保していることを評価する。
取組内容
・ 建築物衛生管理基準に準拠して室温を管理している
・ 5. 屋内環境(必須項目)を援用している。

3.2 CASBEE
適切な換気対策を行っているかを評価する。
取組内容
・ 建築物衛生管理基準に準拠して室内の浮遊粉じん、一酸化炭素、二酸化炭素を管理している
・ 5屋内環境【必須】を援用している。集合住宅では5.1.2通風・排熱を援用している。

3.3 CASBEE
適切な湿度管理を行っているかを評価する。
取組内容
・ 建築物衛生管理基準に準拠して相対湿度を管理している
・ 5屋内環境【必須】を援用している。

-62-



20

採点基準

取り組んでいない 評価する取組みのうち、該当する項目がない 1 点

取り組んでいる （該当するレベルなし） 2 点

積極的に取り組んでいる 評価する取組みのうち、1 つ以上該当する 3 点

評価する取組み

1) 喫煙ブースを館内において限定し、負圧管理、モニタリング、フィルタ管理等を行っている

2) 喫煙所を建物の外部に設置している

3) 喫煙所を敷地内、建物内に設置していない

3.8 CASBEE
遮音性能の確保を評価する。

取組内容
・ 床に遮音対策を講じ、かつ界壁遮音対策を講じている。ことを評価する。
・ 集合住宅では、5.2.4騒音・遮音を援用している。

3.5 SDGs
禁煙に関する配慮について評価する。
取組内容
・ 禁煙または喫煙ブースの設置等、非喫煙者が煙に曝されないような工夫をしているかを評価する。

21

3.9 CASBEE
防犯対策を行っていることを評価する。（集合住宅のみ評価する）

取組内容
・ エントランスへのセキュリティシステムの設置やITVカメラ監視などの取り組みを評価する
・ 5.3.防犯対策を援用している。

3.10 CASBEE
バリアフリー対策を行っていることを評価する。

取組内容
・ 建築物移動等円滑化基準を満たした上で、全ての人が不自由なく建築物を利用することができる
工夫をしているなどを評価する。

・ 3.4.4バリアフリー計画を援用している。
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4.7 SDGs
維持管理における管理者への環境教育を評価する。
取組内容
・ 館内の環境に関する管理者への職業教育を整備している場合に評価する。
・ 上記の取り組みを評価する場合には、加点要素のチェックポイントをチェックすることで加点することができる。

ゴール４ 質の高い教育をみんなに

23

5.2 CASBEE
バリアフリー対策を評価する。
取組内容
・ 建築物移動等円滑化基準を満たした上で、全ての人が不自由なく建築物を利用することができる
工夫をしているなどを評価する。

・ 3.4.4バリアフリー計画を援用している。

5.3 LGBT SDGs
LGBTへの配慮を評価する。

採点基準

取り組んでいない 評価する取組みに関して、取り組んでいない 1 点

取り組んでいる （該当するレベルなし） 2 点

積極的に取り組んでいる 評価する取組みに関して、取り組んでいる 3 点

評価する取組み

男女共用型トイレの設置

ゴール５ ジェンダー平等を実現しよう
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6.1 CASBEE
節水器具の採用を評価する。
取組内容
・ 節水型便器を採用している、水栓類の節水を行っている
・ 2.1水使用量（計算値）使用量算定ソフトで大便器の吐水量を援用している。

6.2 CASBEE
雨水、雑排水の利用に関する取組を評価する。
取組内容
・ 雨水、雑排水の利用に関する取組を評価する。
・ 2.1水使用量（計算値）使用量算定ソフトで雨水・排水再利用を援用している。

6.3 SDGs
取組内容
・ 雨水流出を抑制する工夫をしているかを評価する。

ゴール６ 安全な水とトイレを世界中に

25

7.1 CASBEE

エネルギー使用量の削減に対する取組みを評価する。
取組内容
・ 空調、換気、照明、給湯、昇降機の使用エネルギー量削減に資する取組をしていることを評価する。
・ 1.1エネルギー使用（計算値）、1.2エネルギー（実績値）評価を援用している。

7.3 CASBEE
パッシブな計画の採用について評価する。
取組内容
・ 昼光利用（自然採光・昼光利用設備）、自然換気性能、眺望・視環境の取組みを評価する
・ 5.1.1～5.1.3の評価を援用している。

7.4 SDGs
創エネ・蓄エネへの取組みについて評価する。
取組内容
・ 太陽光発電、風力発電、バイオマス発電等、及び太陽熱利用、井水利用、河川水利用、地中熱
利用、下水熱利用等の採用を評価する。

・ 1.4自然エネルギー評価を援用する。

7.6 CASBEE
エネルギー管理について評価する。
取組内容
・ エネルギー消費量の目標設定、モニタリングの実施、運用管理体制の構築を評価する。
・ 1エネルギー【必須】②③④を援用している。

ゴール７ エネルギーをみんなに そしてクリーンに
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8.1 SDGs

知的生産性を高めるスペースの確保について評価する。

採点基準

取り組んでいない 評価する取組みのうち、該当する項目がない 1 点

取り組んでいる 評価する取組みのうち、1 つ該当する 2 点

積極的に取り組んでいる 評価する取組みのうち、2 つ以上該当する 3 点

評価する取組み

1) 知的生産性を高めるという観点を考慮して計画・整備した作業スペースの有無

2) フォーマル、インフォーマルなコミュニケーションのスぺースの有無

3) リフレッシュスペース等の確保

8.12 CASBEE
自然災害対策について評価する。

取組内容
・ 敷地のハザードを確認していることを評価する。またリスクがある場合の対策を講じていることを
評価する。

・ 4.4自然災害リスク対策を援用している。

ゴール８ 働きがいも 経済成長も

27

9.1 SDGs
エネルギーに関する最新技術の採用を評価する。
太陽光発電、燃料電池、蓄電池などの工夫をチェックする。

9.2 SDGs
リフレッシュスペースの確保について評価する。（集合住宅は対象外）
取組内容
・ 快適な生活に必要なリフレッシュスペース等の工夫をしているかを評価する。
・ リフレッシュスペース等の工夫をしていることをチェックシートにチェックする。

ゴール９ 産業と技術革新の基盤をつくろう
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11.2 CASBEE
交通負荷を抑制する、建物における公共交通機関利用について評価する。

取組内容
・ 建物の利用者が公共交通機関を利用している
・ 4.3.1公共交通機関の接近性を援用している。

11.10 SDGs
環境配慮建築のラベリング・認証を評価する。

評価する取組み

環境配慮建築を示すラベリング・認証制度を積極的に活用し、取得している、または取得予定である。

（CASBEE-不動産、CASBEE-建築、CASBEE ウェルネスオフィス、BELS、ZEB のいずれかの認証）

採点基準

取り組んでいない 評価する取組みに関して、取り組んでいない 1 点

取り組んでいる （該当するレベルなし） 2 点

積極的に取り組んでいる 評価する取組みに関して、取り組んでいる 3 点

ゴール11 住み続けられるまちづくりを

29

12.3 SDGs
持続可能な森林から産出された木材を使用していることを評価する。

取組内容
・ 持続可能な森林から産出された木材を使用しているかを評価する。
・ 3.2.1再生材利用率・地域材・木材利用 ①躯体材料②非構造材料において、木材利用により
加点にする場合に、加点要素にチェックする。

12.12 SDGs
汚水を正しく処理していることを評価する。

取組内容
・ 給排水・衛生設備の業務手順書を用意しているかを評価する。

ゴール12 つくる責任 つかう責任
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13.1 CASBEE
CO2排出量の削減への取組みを評価する。
取組内容
・ CO2排出量の表示、及び1.1エネルギー使用（計算値）、1.2エネルギー（実績値）評価を援用し
ている。

13.2 CASBEE
生物環境の保全と創出に関して配慮している（緑地）について評価する。
取組内容
・ 4.1生物多様性の向上 ①評価・認証の取得、②取組み表による評価 1)自然資源の保全、

4)トータルの緑地規模を援用している。

13.4 SDGs
強風被害対策や弱者避難への対応などを評価する。

取組内容
・ 災害を未然に防ぐ工夫がなされているかを評価する。併せて強風被害対策、高齢者等弱者
避難対策を評価する。

・ CASBEE-建築（新築）のQ2.2.2.1の評価項目を援用している。併せて強風被害対策、高齢者
等弱者避難対策をチェックシートでチェックして加点する。

ゴール13 気候変動に具体的な対策を

31

15.1 CASBEE
敷地内の緑化や生物環境の保全と創出について評価する。
取組内容
・ 建築が生物環境の保全と創出に関して配慮しているかを評価する。
・ 4.1生物多様性の向上①評価・認証の取得、取組み表による評価 1)自然資源の保全

4)トータルの緑地規模を援用する。

15.2 CASBEE
土壌汚染対策について評価する。敷地が土壌汚染の対象でない場合は評価から除外する。
取組内容
・ 対象敷地の場合、土壌汚染調査・拡散防止計画の届出・措置、さらに進んで無害化措置などを
評価する。

・ 4.2土壌環境品質・ブラウンフィールド再生を援用している。

15.3 SDGs
持続可能な森林から産出された木材を使用していることを評価する。
取組内容
・ 持続可能な森林から産出された木材を使用しているかを評価する。
・ 3.2.1再生材利用率・地域材・木材利用 ①躯体材料②非構造材料において、木材利用により
加点にする場合に、加点要素にチェック

ゴール15 陸の豊かさも守ろう
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17.1 SDGs
持続可能な森林から産出された木材を使用しているかを評価する。
取組内容
・ 持続可能な森林から産出された木材を使用しているかを評価する。
・ 3.2.1再生材利用率・地域材・木材利用 ①躯体材料②非構造材料において、木材利用により
加点にする場合に、加点要素にチェックする。

17.2 CASBEE
建物関係者による省エネパートナーシップを評価する。
取組内容
・ 建物関係者による省エネパートナーシップ（ビルオーナー、テナント等）を評価する。
・ 1．エネルギー【加点項目】「ビルオーナーと居住者やテナントが共同して運用エネ削減に取り組む」を援用する。

ゴール17 パートナーシップで目標を達成しよう

33

SDGs

33

SDGsの各ゴールの評価結果が
棒グラフで一括して示され、
SDGs達成に向けて取組んでいる
ゴールが一目でわかるようになっ
ている

上部にはSDGsの円環が表現され
ていることでSDGsの取組度を総
合的に把握することが可能
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建物の感染対策チェックリスト（住宅版）

SDGs-スマートウェルネス住宅における
感染対策チェックリスト開発部会 主査

東京⼤学 清家 剛

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)

2022/3/16
第21回CASBEE公開セミナー

● チェックリストの構成
● 質問項⽬のご紹介

平常時
感染拡⼤時
家族の感染が疑われる場合

● チェックリストの活⽤について

2
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チェックリストの構成 ① ３つのフェーズを設定

感染症に関わる社会の状況に応じて、３つのフェーズを設定。

それぞれのフェーズで必要な／望まれる「行動」と「住まい
の備え」を、質問と対策ヒント集により提示。

3

チェックリストの構成 ② 質問項⽬とヒント集

質問項⽬
（全15項⽬）

必要な行動を問いかけ、
その目的を説明。

4

質問項⽬に対応した
対策のヒント集

具体的な行動や
住まいの備えを例示。
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質問項目（４項目）

質問項目（６項目）

質問項目（５項目）感
染
が
疑
わ
れ
る

場
合

【
選
択
】

チェックリストの構成 ③ 質問項⽬（2〜6ページ）

平
常
時

感
染
拡
大
時

【
基
本
】

【
推
奨
】

5

「行動」の目的を解説

平常時から取組むことが望ましい
「行動」について問いかけ

感染拡大時に求められる「行動」
への備えについて問いかけ

感染の疑いがある家族がいる場合
に必要となる「行動」への備えに
ついて問いかけ

行動による対策のヒント

具体的な「行動」を例示。

住まいの備えのヒント

「行動」に取り組みやすくする備えや、
「行動」の効果をより高める備えなどを例示。

●備品や器具等の用意や使い方など、
現在の住まいでもすぐに取り組める工夫

●リフォーム時に取り組む工夫

●住宅購入時・計画時に取り組む工夫

チェックリストの構成 ④ 対策のヒント集（7〜11ページ）

質問項目ごとに、「行動」と「住まいの備え」について
具体的な対策を例示。

6
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⽬ 的 質問項⽬

平常時の質問項⽬（４項⽬）

健康管理

室内環境管理

手指衛生

Q1日頃から、自身の健康状態をチェック
していますか？

Q2日頃使用している部屋では、常に換気
をしていますか？

Q3日頃使用している部屋では、換気し
ながら適切な室温と湿度を維持して
いますか？

Q4帰宅後、すぐに手洗いや手指消毒をし
ていますか？

7

感染拡⼤時の質問項⽬（６項⽬）

外出による感染
リスクの抑制

訪問者応対によ
る感染リスクの
抑制

Q5感染拡大時に、不要不急の外出を控え
自宅で生活できる備えはありますか？

Q6感染拡大時に、公共交通機関を避けて
外出できる備えはありますか？

Q7感染拡大時に、外部からの訪問者との
直接対面を控えた応対ができますか？

Q8帰宅後、速やかにシャワーや風呂に入
り、着替えることができますか？

生活空間への感
染源の持込防止

⽬ 的 質問項⽬

8
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接触による感染
リスクの抑制

Q9家族の手が触れるドアノブやスイッチ、

手すり等を清潔に保つことができます
か？

Q10家族で食器やタオル等を共有せず、

個人個人で分けることができます
か？

⽬ 的 質問項⽬

感染拡⼤時の質問項⽬（６項⽬）

9

Q12家族の感染が疑われる場合、直接触れ

ずにゴミ箱のゴミを処分することが
できますか？

家族の感染が疑われる場合の質問項⽬（５項⽬）

接触の回避 Q11家族の感染が疑われる場合、他の家族

と生活空間を分けることができます
か？

⽬ 的 質問項⽬

10
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Q14家族の感染が疑われる場合、洗面・脱

衣所と浴室を常に清潔に保つことが
できますか？

療養者の見守り Q13感染が疑われる家族の容態が急変した

ときに、家族がすぐに気づくことが
できますか？

接触による感染
拡大防止の徹底

Q15家族の感染が疑われる場合、トイレを
常に清潔に保つことができますか？

⽬ 的 質問項⽬

家族の感染が疑われる場合の質問項⽬（５項⽬）

11

チェックリストの活⽤

住まい⼿ 住宅供給事業者
リフォーム事業者 等

チェックリスト

日頃の行動の確認・改善に。

リフォームをする際や、住
宅を計画・購入する際の検
討の手掛かりに。

ヒントを参考に、具体的な
リフォーム提案、新築住宅
設計の提案を。

行動や対策のヒントを網羅的
に掲載。

家族や住まいの状況に合わせ
て、具体的な取り組みを。

12
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⾏動と住まいの備え 対策のヒント集

・15の質問項⽬
【基本】平常時の⾏動と住まいの備え
【推奨】感染拡⼤時の⾏動と住まいの備え
【選択】家族の感染が疑われる場合の⾏動と

住まいの備え

・感染の拡⼤を防⽌するための暮らしでの⾏動や
住まいの備えの具体的例を紹介

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
13

⾏動と住まいの備え 対策のヒント集

・すぐに取り組めること
・リフォーム時に取り組むこと
・新築時に取り組むこと

⾏動による対策 住まいの備え

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
14
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⾏動による対策（基本） 住まいの備え（基本）

Q1  ⽇頃から、⾃⾝の健康状態をチェックしていますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
15

⾏動による対策（基本） 住まいの備え（基本）

Q2  ⽇頃使⽤している部屋では、常に換気をしていますか？

［24時間換気設備がある場合］

［24時間換気設備がない場合］

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
16
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⾏動による対策（基本） 住まいの備え（基本）
Q3 ⽇頃使⽤している部屋では、換気しながら、適切な室温

と湿度を維持していますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
17

⾏動による対策（基本） 住まいの備え（基本）
Q4  帰宅後、すぐに⼿洗いや⼿指消毒をしていますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
18
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⾏動による対策（推奨） 住まいの備え（推奨）
Q5 感染拡⼤時に、不要不急の外出を控え⾃宅で⽣活できる

備えはありますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
19

⾏動による対策（推奨） 住まいの備え（推奨）

Q6  感染拡⼤時に、公共交通機関を避けて外出できる備えは
ありますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
20
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⾏動による対策（推奨） 住まいの備え（推奨）

Q7  感染拡⼤時に、外部からの訪問者との直接対⾯を控えた応対
ができますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
21

⾏動による対策（推奨） 住まいの備え（推奨）

Q8  帰宅後、速やかに⾵呂やシャワーに⼊り、着替えることが
できますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
22
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⾏動による対策（推奨） 住まいの備え（推奨）

Q9  家族の⼿が触れるドアノブやスイッチ、⼿すり等を清潔に
保つことができますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
23

⾏動による対策（推奨） 住まいの備え（推奨）

Q10  家族で⾷器やタオル等を共有せず、個⼈個⼈で分けること
ができますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
24
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⾏動による対策（選択） 住まいの備え（選択）

Q11  家族の感染が疑われる場合、他の家族と⽣活空間を分ける
ことができますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
25

⾏動による対策（選択） 住まいの備え（選択）

Q11  家族の感染が疑われる場合、他の家族と⽣活空間を分ける
ことができますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
26
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⾏動による対策（選択） 住まいの備え（選択）

Q12  家族の感染が疑われる場合、ゴミ箱のゴミに直接触れずに
処分することができますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
27

⾏動による対策（選択） 住まいの備え（選択）

Q13  感染の疑われる家族の容態が急変したときに、家族が
すぐに気づくことができますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
28
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⾏動による対策（選択） 住まいの備え（選択）

Q14 家族の感染が疑われる場合、洗⾯・脱⾐室、浴室を常に
清潔に保つことができますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
29

⾏動による対策（選択） 住まいの備え（選択）

Q15  家族の感染が疑われる場合、トイレを常に清潔に保つこと
ができますか？

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
30

-89-



新型コロナウィルス感染症関連特設ページ

感染予防、健康関連について、住宅・建築物において気を付け
るべき対策等について情報提供されています。また、国⼟交通
省や厚⽣労働省、⽇本建築学会、空気調和・衛⽣⼯学会等が公
開する情報へのリンクなども紹介されています。

https://www.ibec.or.jp/topic/COVID-19/index.html

copyright@2021 Japan Sustainable Building Consortium(JSBC)
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ご清聴ありがとうございました
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国立大学法人 千葉大学大学院
工学研究院創成工学専攻建築学コース 准教授
CASBEE研究開発委員会 幹事
SDGs-SWO研究委員会 幹事

林 立也 taha@chiba-u.jp

感染対策の⾒える化ツール
〜CASBEE-感染対策チェックリスト〜

（オフィス版）

第21回 CASBEE公開セミナー

1

説明内容

１．チェックリスト開発の背景

２．チェックリストの目的と活用方法

３．新型コロナウイルス感染対策の考え方

４．チェックリストの枠組み・評価項目

５．まとめ
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コロナ危機のESG投資への影響（投資家の視点）

出典：不動産分野における ESG-TCFD 実務者 WG（第１回資料5-3、2020/06/04）

・ESGの「S」への迅速な対応を推奨
・一方で、「E」への中長期的な視点も要望

3

「従業員の健康と安全」がより重視

従業員の健康と安全

従業員 経営者 投資家

命の危険と隣り合わせでの生活が
続き、健康意識が高まる。経営者
にも健康対策、感染対策を求める。

長期的に重要なESG項目の改善への

流れは変わらない。足元で従業員の健
康・安全を守り、人権への配慮を重視。

情報開示をより一層もとめる。

雇用の確保
利益の確保
株主への説明

社会的責任の遵守
SDGsへの貢献

コロナへの対応が従業員からも投資家からも注視されている。

都市コミュニティの活動の中核でもあり、多くのワーカーにとっての働く場
感染は屋外よりも主に屋内

オフィスの感染対策の状況が確認できるツールが必要

4
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説明内容

１．チェックリスト開発の背景

２．チェックリストの目的と活用方法

３．新型コロナウイルス感染対策の考え方

４．チェックリストの枠組み・評価項目

５．まとめ

5

建物の安全性確保

維持管理費用の負担
増回避

自身の感染及び
自身からの感染防止

従業員の健康維持
業務継続

外部からの
感染持ち込み防止

投資先の業務継続
投資先の社会性確保

投資先の業務継続
投資先の社会性確保

利用者の
ニーズへの対応

施設を供供給する側のサービス範囲（契
約範囲）の取り組みを評価、表示する

ツールの開発

各ステークホルダーのコロナ禍対応ニーズ

6
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ビル事業者が利用者に提供しているサービス範囲

①建築物

建築仕様・性能
外観デザイン

②運営管理

環境衛生管理
清掃管理

警備・セキュリティ
設備保守・点検
防災設備点検

その他

③ビルサービス

研修代行
届出代行
交流促進

イベント主催
その他

利
用
者
が
求
め
る

機
能
・
性
能
・サ
ー
ビ
ス

共用部の取組

❶内装･
マネジメント

内装・什器
レイアウト
就業ルール
労務管理

平面計画
立面計画
断面計画
設備仕様
その他

空調設備
方式

空調設備
制御性

ビル事業者の管理対象範囲（チェックリストの評価範囲）

利
用
者
の

ビ
ル
選
別
の

判
断
材
料

専有部の取組

従来の建築物評価（CASBEE-建築等）の範囲

今ある仕組み・枠組みとの整合

7

チェックリストの活用想定

（１）⾏政による誘導、投資家におけるエンゲージメントへの対応
①⾏政関係者 ：補助⾦や助成における判断材料として活⽤
②⾦融関係者・投資家 ：ESG投資、不動産投資の判断材料として活⽤

：不動産事業者の感染対策の取組状況の確認ツールとして活⽤

（２）建物利⽤者の施設選別、状況の確認
③建物利⽤者 ：⼊居建物、利⽤建物の取組み状況の確認に活⽤

：⼊居建物選別の判断材料として活⽤
：産業医による職場巡回、労働衛⽣委員会での報告への活⽤

④不動産仲介事業者 ：テナントビル選別中の顧客への追加情報として活⽤

（３）事業者のセルフチェック、サービス状況の確認
⑤不動産事業者、リート：⾃社の取組状況を横並び確認するツールとして活⽤

：利⽤者、投資家への情報開⽰ツールとして活⽤
：設計事務所、ビル管理会社への要求⽔準の⽬安として活⽤

（４）技術者の活⽤
⑥設計者・施⼯者 ：感染症対策の取組状況の確認ツールとして活⽤

：提案内容やその提案⽔準の⽬安として活⽤
：施主への説明材料として活⽤

⇒設計者、メーカーはオーナーへリスクをあおって欲しい

8
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チェックリスト開発の骨子

I. 建物側、利⽤者側に対策の気づきを与えるツールとする。

II. 認証事業を前提としないが、投資家、⾦融機関、利⽤者、事業者
等のエンゲージメント、コミュニケーションでの利便性を考慮し
て、格付けができるツールとする。

III. 中⻑期的視点も加味し、ビル管理の範囲だけではなく、建築計画、
設備計画などのハードの範囲も評価範囲に加える。

IV. ハード対策の実施が未整備な場合に対する、管理で対応できる内
容を⽰唆し、評価をきっかけに対策の強化を誘発する。

V. 簡単で負担の少ないものとする。

不動産事業のサービス提供範囲「たてもの（建物）」における感染対策

9

説明内容

１．チェックリスト開発の背景

２．チェックリストの目的と活用方法

３．新型コロナウイルス感染対策の考え方

４．チェックリストの枠組み・評価項目

５．まとめ

10
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感染対策の基本的な考え方

感染源対策

□マスクを着用する
□感染者をみつける

□対人距離を確保する
□人と接する機会を減らす

接触対策 □不特定多数の人が触る場所を触らない

□不特定多数の人が触る場所を触った後に消毒する
□定期的な清拭消毒

感染者 感染しうる者（感受性者）

健康衛生

□室内環境を適切に維持する
□健康維持・増進

飛沫対策 □マスクを着用する
□対面での食事を避ける
□会話時に界壁をもうける

換気・空気清浄等

□適切に換気する
□換気の状況を確認する
□空気清浄を図る

11

感染対策の基本的な考え方の室用途への展開

基本対策

空間用途（オフィスビル）
ビル管理
・運営ｴﾝﾄﾗﾝｽ

ﾎｰﾙ
通路・
廊下等

執務室 会議室 休憩室 トイレ

感染源対策

・ マスクを着用する ◎

・
人と接する機会を減らす
（テレワークの推進） 〇

・ 人と人の距離をとる 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇
・ 体調不良者に対応する 〇 ◎

感
染
し
う
る
者
の
対
策

飛
沫
対
策

・ マスクを着用する。 ◎

・ マスクなしでの対面での食事・会話
を避ける ◎

・ 会話時に仕切りをもうける 〇 〇 ◎

飛
沫
核

感
染
対
策

・ 適切に換気する ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 〇
・ 換気の状況を確認する 〇
・ 空気清浄を図る 〇 〇 〇

接
触
対
策

・ 不特定多数が触る場所を触らない 〇 〇 〇

・ 不特定多数が触る場所を触った後
に除菌・消毒する

◎ 〇 〇 〇 〇 〇

・ 定期的な清拭清掃 〇 〇 〇 〇 〇

健
康

衛
生

・ 室内環境を適切に維持する 〇 〇
・ 健康を維持・増進する 〇

◎：特に重要、○：重要

12
-96-



説明内容

１．チェックリスト開発の背景

２．チェックリストの目的と活用方法

３．新型コロナウイルス感染対策の考え方

４．チェックリストの枠組み

５．まとめ

13

チェックリストによる格付け

１）チェックリストによる評価認証 認証は当面なし、格付けのみあり

３つの切り口 ①「特に重要な」項目がしっかり取り組めているか

②室用途毎で対策がしっかり取り組めているか

③全体としてしっかりと対策が取り組めているか

※「特に重要」の10項目は、政府の「職場における新型コロナウイルス感染防止対策宣言」を参考に設定

14
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チェックリストの範囲

２）チェックリストの範囲 ビルサービス
（建築計画、設備計画、維持管理、ビルサービス）

あくまでビル事業者側の
取り組み内容のチェック

ハード 建築計画 仕様・プラン
設備計画 仕様・性能

ソフト 維持管理（共用部）
ビルサービス（利用者向け）

※専有部の取り組みは、テナントビルでは利用者組織への文章としての依頼により取り組みありとす
る。

15

チェック項目（４）：執務室

 建物の感染対策チェックリスト（オフィス版）
JSBCビル評価対象建物の名称

ver.202103

結果表⽰

管
理
者

ビ
ル
オ
ー
ナ
ー

設
計
者

ビ
ル
オ
ー
ナ
ー

チェック

有：１
無：0

対策
区分

室用途

対策

特
に
重
要

所管区分

No. 内容
利
用
者

感染源/飛沫 13 対人距離が確保できる取組を実施している。 1 ◎ ■

換気等 14 適正な換気量が常時確保されている。 1 ◎

15 自然換気が行える窓や仕組みがあり、必要に応じて開閉している。 0

16 適正なエアフィルタが設置されている。 1

17 エアフィルタを定められた期間で交換している。 0

18 換気の適正さを定量的に確認できる表示をしている。 1

接触 19 入口付近に手洗いもしくは手指消毒ができる場所・装備がある。 0 ■

20 定期にドアノブ、机などの清拭消毒を行っている。 1 ■

健康・快適性 21 室温、室内湿度が適正に管理されている。 0

④
執
務
室

執務室では、利用者が実施する取組も含まれています。

テナントビルの場合、利用者が行うべき対策は、ビル管理側から文書にて対策の実施を依頼、推奨していれば、テナントの対策履行
状況にかかわらず、チェック可能。

16
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説明内容

１．チェックリスト開発の背景

２．チェックリストの目的と活用方法

３．新型コロナウイルス感染対策の考え方

４．チェックリストの枠組み・評価項目

５．まとめ
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まとめ（１）

・気づきのツールであり、犯人捜しのツールではない。

特にすぐに対応が難しい対策（ハード対策）には、代替策を用意して、リス
クを低減する運用でのバックアップ対応を支援・誘発

例）No.19

空調機に適正なエアフィルタ（中性能フィルタ以上）が
設置されている。もしくは空間容積に対して適切な⼤き
さの空気清浄機*が設置されている。
*空気清浄機に求められる仕様や設置⽅法は、参考ガイドライン等（参考①,④）を参照

19

CASBEE-ウェルネスオフィスの項目と本チェックリストの項目は、詳細さ
は異なれど目指すべき方向性は同じです。

CASBEE-WO（2021年版）には、本チェックリストのエッセンスが反映されており、
新築時・運用時の感染対策を啓発

まとめ（２）

・CASBEE-ウェルネスオフィスとの関係

換気量の増大 室内環境質の低下、増エネルギー

対人距離の確保 コミュニケーション機会の低下

本ツールでの「健康衛生」の項目は、感染対策により健康・快適性
と相反する可能性がある性能等について、バランス確保のために
含めている。

建物の設計段階等ではCASBEE-WOを活用、
運用段階ではチェックリストを活用

感染リスク低減 環境品質低減、環境負荷増大

20
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CASBEE-

CASBEE-

1

• 2006 CASBEE-

• 2007 CASBEE-
CASBEE-
CASBEE

• 2014 CASBEE-

• 2020 CASBEE-

2012

CASBEE

SDGs 2015 2015 ESG
DX

CASBEE- (2014) Q L

2
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CASBEE- (2014)
• Q Quality

•

• L Load
• CO2
• CO2

L

CASBEE- (2014) Q L

3

CASBEE- (2014)

• 2014

• L
CO2

CO2
SDGs

L

• ESG

CASBEE- (2014) Q L

4
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• Q
Q1 Q3

• L CO2
LR1 LR3 CASBEE-

Q L

•

(Q1+Q2+Q3)/(L1+L2+L3)

CASBEE- (2014) Q L

5

Q
• ICT

[Q1.4, Q2.6, Q3.4]
•

SDG17 [Q2.1.2]
•

[Q2.1.3]
•

SDG3 [Q2.3.1]
•

SDG11 [Q2.5]

CASBEE- (2014) Q L

6
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Q
•

SDG4
[Q3.2]

•
SDG8 [Q3.3.1.2]

•
SDG9

[Q3.3.2]
•

SDG17 [Q3.3.3]

CASBEE- (2014) Q L

7

L
• CO2 BEI 

(Building Energy Index) 

SDG7 [LR1]
•

SDG6 [LR2.2.1.1]
•

SDG2
[LR2.3.2.3]

•
LCCO2 SDG13 [LR3.1]

CASBEE- (2014) Q L

8
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CASBEE- Q

BEE＝ Q
L

Q
LR

CASBEE- (2014) Q L

9

Q1

• 2014 2007

Q2 LR3

2022new 2014版 2007版
1.1.1 1.1.1.1

1.1.2.1
1.1.2.2

1.2.1.1

1.2.1.2

1.2.2.1

1.2.2.2

1.2.2.3

1.2.3 1.2.3.1

1.3 - -

1.4 - -

1.1 1.1.2

1.2

1.2.1

1.2.2

CASBEE- (2014) Q L

10
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Q1

• 1.4 ICT

CASBEE- (2014) Q L

11

Q2
2022new 2014版 2007版

2.1.1 -

2.1.2.1

2.1.2.2

2.1.2.3 
2.2.1 -

2.2.2 -

2.2.3 -

2.2.4 -

2.3.1 -

2.3.2 -

2.3.3 -

2.3.4 -

2.4.1.1
2.4.1.2

2.4.1.3

2.4.2　 -

2.4.3 -

2.4.4 -
2.5.1 -

2.5.2 -
2.5.3 -

2.6 - -

2.1
2.1.2

2.2

2.3

2.4

2.4.1

2.5

CASBEE- (2014) Q L

12
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Q2
• 2.1.2.2 

• 2.1.2.3

• 2.3.1 
SDG3

• 2.5.2
SDG3

• 2.6 ICT

CASBEE- (2014) Q L

13

Q3
2022new 2014版 2007版

3.1.1.1

3.1.1.2

3.1.1.3

3.1.2.1

3.1.2.2

3.1.2.3

3.1.2.4

3.2.1.1

3.2.1.2

3.2.2 -

3.3.1.1

3.3.1.2 方

3.3.2.1
3.3.2.2

3.3.3 -

3.4 - -

3.1

3.1.1

3.1.2

3.2 3.2.1

3.3

3.3.1

3.3.2

CASBEE- (2014) Q L

14
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Q3
• 3.1.1.2 

• 3.2 SDGs

• 3.2.2

• 3.3.1.2 

• 3.4 ICT

CASBEE- (2014) Q L

15

CASBEE- LR

BEE＝ Q
L

Q
LR

CASBEE- (2014) Q L

16
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LR1
2022new 2014版 2007版

1.1 - -

1.2 - -

1.3 - -

4.1.1 -

4.1.2 -

1.4

CASBEE- (2014) Q L

17

LR1
• 1.1 

BEI (Building Energy Index)
CASBEE-

• 1.3 

CASBEE- (2014) Q L

18
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LR2
2022new 2014版 2007版

2.1.1 -

2.1.2 -

2.2.1.1

2.2.1.2 /

2.2.1.3

2.2.2.1

2.2.2.2
2.3.1.1

2.3.1.2
(

)
2.3.2.1
2.3.2.2

2.3.2.3

2.1

2.2

2.2.1

2.2.2

2.3

2.3.1

2.3.2

CASBEE- (2014) Q L

19

LR2
• 2.2.1.1 (

) 

• 2.3.2.3 

CASBEE- (2014) Q L

20
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LR3
2022new 2014版 2007版

3.1 3.1.1 -

3.2.1.1  

3.2.1.2 
3.2.2.1

3.2.2.2
3.3.1 - 自動計算

3.3.2.1

3.3.2.2

3.3.2.3

3.3.3.1

3.3.3.2

3.3.3.3
3.3.4 3.3.4.1

3.3.5 3.3.5.1

3.3.6.1
3.3.6.2

3.2

3.2.1

3.2.2

3.3

3.3.2

3.3.3

3.3.6

CASBEE- (2014) Q L

21

LR3
• 3.1 LCCO2

CASBEE-
• 3.3.1 Q1.2.1

Q1.2.2.3 LR1.1

CASBEE- (2014) Q L

22
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• Q1 Q3 LR1 LR3

•

CASBEE- (2014) Q L

23

CASBEE- (2014) Q L

＜中項⽬＞

「Q1環境」中項⽬ 重み 「LR1エネルギー」中項⽬ 重み
1.1⾃然環境 1 1.1都市・街区エネルギーの効率化 1
1.2⽣活環境 1 1.2再⽣可能エネルギーの利⽤ 0.5
1.3建築物における環境配慮 0.5 1.3未利⽤エネルギーの利⽤ 0.5
1.4環境性能に関するスマート化 0.5 1.4エネルギーマネジメント 1

「Q2社会」中項⽬ 重み 「LR2省資源」中項⽬ 重み
2.1ガバナンス 1 2.1⼟地資源 1
2.2⽣活利便 1 2.2⽔資源 1
2.3健康福祉 1 2.3資源循環 1
2.4安全安⼼ 1
2.5包摂性 1
2.6社会性能に関するスマート化 0.5

「Q3経済」中項⽬ 重み 「LR3周辺環境への配慮」中項⽬ 重み
3.1経済基盤 1 3.1地球温暖化負荷の削減（地球温暖化への配慮） 1
3.2ヒューマンキャピタル 1 3.2交通負荷の削減 1
3.3活性化⽅策 1 3.3環境阻害の削減 1
3.4経済性能に関するスマート化 0.5 24
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